
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
第
六
十
九
巻
第
二
号
　
令
和
三
年
三
月

九
二

― 580  ―

『
法
華
経
』
と
道
元

―
「
唯
仏
与
仏
」
の
解
釈
を
中
心
と
し
て

―
新
　
井
　
一
　
光

一
　
は
じ
め
に

道
元
（
一
二
〇
〇
―
一
二
五
三
）
は
入
越
し
て
最
初
に
『
正
法
眼
蔵
』

「
三
界
唯
心
」
巻
を
著
し
〔
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
閏
七
月
一

日
〕、
そ
の
冒
頭
に
お
い
て
、『
華
厳
経
』
の
「
三
界
唯
一
心
、
心
外

無
別
法
、
心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別
」
の
経
文
を
引
き
合
い
に
出
し

て
い
る
。
即
ち
、
道
元
は
、
こ
の
経
文
の
本
来
の
趣
旨
を
読
み
替
え
、

経
文
の
本
来
の
意
味
で
「
心
」
を
定
立
す
る
の
で
は
な
く
、「
三
界
」

と
い
う
語
を
多
用
し
、「
心
」
で
は
な
く
、「
三
界
」
を
究
極
的
真
実
と

し
て
主
張
す
る
の
で
あ
る
）
1
（

。

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
こ
れ
に
続
け
て
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』「
如

来
寿
量
品
」
の
「
不
如
三
界
見
於
三
界
」
の
経
文
に
つ
い
て
も
認
め
ら

れ
る
。
即
ち
、
道
元
は
、
こ
の
経
文
の
本
来
の
意
味
で
あ
る
「
如
来

は
、
凡
夫
た
ち
が
見
る
よ
う
に
は
三
界
を
見
な
い
」
と
い
う
趣
旨
と
は

異
な
り
、「
三
界
は
見
え
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
」
と
説
い
て
、

「
三
界
」
を
全
面
的
に
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
）
2
（

。

「
三
界
唯
心
」
巻
の
前
半
は
、
三
界
の
定
立
を
基
本
趣
旨
と
す
る
が
、

道
元
は
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
三
界
の
意
義
を
、
さ
ら
に
続
け
て
引
用
す

る
『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」
第
八
七
偈
の
「
皆
是
我
有
」
と
い
う
句
を

独
自
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
表
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
即

ち
、
道
元
は
、『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」
の
「
今
此
三
界
、
皆
是
我
有
、

其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
」
の
経
文
を
引
用
す
る
が
、
こ
の
「
譬
喩
品
」

の
経
文
の
「
我
有
」「
吾
子
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
現
象
的
事
物

を
究
極
的
真
実
と
見
な
す
解
釈
を
示
す
の
で
あ
る
）
3
（

。

さ
ら
に
道
元
は
、「
三
界
唯
心
」
巻
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

〔
1
〕
青
黄
赤
白
こ
れ
心
な
り
、
長
短
方
円
こ
れ
心
な
り
、
生
死
去
来
こ
れ
心

な
り
、
年
月
日
時
こ
れ
心
な
り
、
夢
幻
空
華
こ
れ
心
な
り
。
水
沫
泡
焰
こ
れ
心

な
り
。
春
華
秋
月
こ
れ
心
な
り
、
造
次
顚
沛
こ
れ
心
な
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、

毀
破
す
べ
か
ら
ず
。
か
る
が
ゆ
へ
に
諸
法
実
相
心
な
り
、
唯
仏
与
仏
心
な
り
。 

 

（「
三
界
唯
心
」
巻
、『
眼
蔵
』
三
五
五
頁
）

こ
こ
で
、「
青
黄
赤
白
こ
れ
心
な
り
…
…
造
次
顚
沛
こ
れ
心
な
り
」

と
い
う
一
節
は
、「
青
黄
赤
白
」
等
の
現
象
的
事
物
が
、「
心
」
と
い
う
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実
在
に
基
づ
い
て
生
じ
、
成
立
し
て
い
る
理
由
を
表
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
従
っ
て
、「
心
」
と
い
う
実
在
に
基
づ
く
が
故
に
、
こ
れ
ら

の
現
象
的
事
物
を
「
毀
破
」
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
う
い
う
わ
け

で
、「
諸
法
実
相
心
」
と
は
「
諸
法
」
と
い
う
現
れ
を
「
実
相
」〔
＝
本

質
〕
と
す
る
心
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
を
説
く
も
の
で
あ
ろ
う
）
4
（

。

し
か
る
に
、
こ
の
「
諸
法
実
相
心
」
と
同
義
と
し
て
、「
唯
仏
与
仏
心

な
り
」
が
並
置
さ
れ
て
い
る
が
、「
諸
法
実
相
心
」
と
同
じ
よ
う
に
考
え

る
な
ら
ば
、「
唯
仏
」
と
い
う
現
れ
を
「
与
仏
」〔
＝
本
質
〕
と
す
る
心

で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、

道
元
の
独
自
の
経
文
解
釈
が
な
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

道
元
は
「
三
界
唯
心
」
巻
で
は
「
諸
法
実
相
」
及
び
「
唯
仏
与
仏
」

と
い
う
『
法
華
経
』「
方
便
品
」
の
語
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
説
明
し

て
い
な
い
が
、『
正
法
眼
蔵
』「
諸
法
実
相
」
巻
、
及
び
「
唯
仏
与

仏
」
巻
で
は
、「
諸
法
実
相
」
及
び
「
唯
仏
与
仏
」
と
い
う
語
に
関
す

る
思
索
を
示
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、「
諸
法
実
相
」
巻
で
は
「
唯
仏

与
仏
」
の
語
を
反
復
し
自
己
の
解
釈
を
表
す
が
、
こ
の
反
復
は
異
例
の

強
調
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

本
論
で
は
、「
諸
法
実
相
」
巻
に
お
け
る
、
特
に
「
唯
仏
与
仏
」
の

語
を
中
心
と
し
て
、『
正
法
眼
蔵
』
の
最
古
の
註
釈
で
あ
る
詮
慧
の

『
聞
書
』
や
経
豪
の
『
正
法
眼
蔵
抄
』
を
始
め
と
し
て
、
後
代
の
註
釈

者
た
ち
の
諸
解
釈
を
参
照
し
、『
法
華
経
』
に
対
す
る
道
元
の
解
釈
を

考
察
し
た
い
。

二
　
道
元
の
「
唯
仏
与
仏
」
の
経
文
に
関
す
る
解
釈

道
元
は
『
法
華
経
』「
方
便
品
」
の
次
の
よ
う
な
経
文
を
引
用
し
て

い
る
。

〔
2
〕
唯
仏
与
仏
、
乃
能
究
尽
諸
法
実
相
。
所
謂
諸
法
如
是
相
、
如
是
性
、
如

是
体
、
如
是
力
、
如
是
作
、
如
是
因
、
如
是
縁
、
如
是
果
、
如
是
報
、
如
是
本

末
究
竟
等
。 

（『
妙
法
華
』
五
下
一
〇
―
一
三
）

こ
こ
に
は
、「
諸
法
実
相
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
、「
諸
法
如
是
相
」

を
始
め
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
十
如
是
」
が
説
か
れ
る
が
、
梵
本
に
は

「
諸
法
実
相
」
に
厳
密
に
対
応
す
る
語
が
認
め
難
く
、
ま
た
、「
十
如

是
」
は
、
本
来
五
項
目
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ

る
。
し
か
る
に
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
『
妙
法
華
』
の
記
述
そ
れ
自
体

だ
け
か
ら
理
解
さ
れ
る
趣
旨
を
探
れ
ば
、
そ
れ
は
、
仏
だ
け
が
諸
法
実

相
を
究
め
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
）
5
（

。

こ
の
経
文
に
対
し
て
、
道
元
は
「
諸
法
実
相
」
巻
に
お
い
て
次
の
よ

う
に
自
己
の
解
釈
を
述
べ
て
い
る
。

〔
3
〕
い
は
ゆ
る
如
来
道
の
本
末
究
竟
等
は
、
諸
法
実
相
の
自
道
取
な
り
、
闍
梨

自
道
取
な
り
。
一
等
の
参
学
な
り
、
参
学
は
一
等
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
唯
仏
与
仏
は

諸
法
実
相
な
り
、
諸
法
実
相
は
唯
仏
与
仏
な
り
。
唯
仏
は
実
相
な
り
、
与
仏
は

諸
法
な
り
。〔
…
…
〕
実
は
唯
仏
な
り
、
相
は
与
仏
な
り
。〔
…
…
〕
諸
法
は
唯
仏

な
り
、
実
相
は
与
仏
な
り
。
諸
法
の
ま
さ
に
諸
法
な
る
を
唯
仏
と
称
す
、
諸
法

の
い
ま
し
実
相
な
る
を
与
仏
と
称
す
。（「
諸
法
実
相
」
巻
、『
眼
蔵
』
三
六
五
頁
）
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こ
の
一
節
に
関
す
る
筆
者
の
理
解
を
現
代
語
訳
に
よ
っ
て
示
せ
ば
次

の
通
り
で
あ
る
。

〔
4
〕
言
う
所
の
如
来
の
言
葉
の
「
本
末
究
竟
等
」
と
は
、
㋐
諸
法
実
相
が
み

ず
か
ら
言
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
㋑
阿
闍
梨
が
み
ず
か
ら
言
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。〔
㋐
と
㋑
の
両
者
は
〕
同
一
の
参
学
で
あ
る
。
参
学
は
同
一
で
あ
る

が
故
に
、
唯
仏
与
仏
は
諸
法
実
相
で
あ
る
。
諸
法
実
相
は
唯
仏
与
仏
で
あ
る
。

唯
仏
は
実
相
で
あ
る
。
与
仏
は
諸
法
で
あ
る
。〔
…
…
〕
実
は
唯
仏
で
あ
る
。

相
は
与
仏
で
あ
る
。〔
…
…
〕
諸
法
は
唯
仏
で
あ
る
。
実
相
は
与
仏
で
あ
る
。

諸
法
が
正
に
諸
法
で
あ
る
こ
と
を
唯
仏
と
称
し
、
諸
法
が
す
な
わ
ち
実
相
で
あ

る
こ
と
を
与
仏
と
称
す
る
。

道
元
は
こ
こ
で
、「
打
ち
返
し
」
の
表
現
を
用
い
て
い
る
が
、「
唯
仏

与
仏
」
と
「
諸
法
実
相
」
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
安
心
院
（
雑
華
）
蔵
海
（
一
七
三
〇
―

一
七
八
八
）
が
『
正
法
眼
蔵
私
記
』
に
お
い
て
、「
唯
仏
与
仏
ト
諸
法

実
相
ト
別
異
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヲ
ア
カ
サ
ン
ト
シ
テ
、
唯
仏
与
仏
ハ
諸
法
実

相
ナ
リ
、
乃
至
与
仏
ハ
諸
法
ナ
リ
ト
イ
エ
リ
。」（『
蒐
書
大
成
』
一
九
、

七
一
二
頁
上
）
と
説
明
す
る
通
り
で
あ
る
。

三
　「
諸
法
」
と
「
実
相
」
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
相
違

こ
の
よ
う
な
道
元
の
解
釈
は
、
唯
仏
と
諸
法
、
実
相
と
与
仏
の
厳
密

な
対
応
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
は
、
唯
仏
と
与
仏
の

間
、
乃
至
、
諸
法
と
実
相
の
間
に
、
存
在
性
も
し
く
は
真
実
性
に
関
す

る
レ
ヴ
ェ
ル
の
相
違
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。

と
い
う
の
も
、
こ
の
よ
う
な
レ
ヴ
ェ
ル
の
相
違
は
、「
諸
法
実
相
」

巻
に
お
い
て
「
諸
法
実
相
は
、
如
是
相
な
り
」
と
説
か
れ
た
後
で
、

「
本
末
究
竟
等
の
道
取
、
ま
さ
に
現
成
の
如
是
な
り
」（『
眼
蔵
』
三
六
六

頁
）、
即
ち
「「
本
末
究
竟
等
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
正
に
現
れ
て

い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
如
是
で
あ
る
」
と
説
か
れ
る
こ
と
か
ら
知

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
、「
諸
法
」
は
、「
如
是
」
と

言
い
換
え
ら
れ
て
、「
実
相
」
と
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
、
現
れ
と
本
質

と
い
う
場
合
の
現
れ
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
す
で
に
見
た
と
お
り
、
道
元
は
、「
諸
法
実
相
の
自
道
取
な

り
」、
即
ち
「
諸
法
実
相
が
み
ず
か
ら
言
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
、
人

で
は
な
く
、「
諸
法
実
相
」
が
、
あ
る
い
は
「
諸
法
」
と
い
う
現
象
的

事
物
が
「
説
法
し
て
い
る
」
と
説
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
は
、「
無
情
説
法
」
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

他
方
、「
実
相
」
に
関
し
て
い
え
ば
、
詮
慧
が
、『
正
法
眼
蔵
』「
恁
麼
」

巻
に
対
す
る
『
聞
書
』
に
お
い
て
、「
諸
法
実
相
と
云
ふ
。
実
相
は
真

如
な
り
、
仏
性
な
り
」（『
蒐
書
大
成
』
一
二
、
五
七
頁
）
と
鮮
明
に
述
べ

る
と
お
り
、「
実
相
」
は
本
質
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、

「
唯
仏
与
仏
」
と
い
う
経
文
に
関
し
て
、
道
元
は
、「
唯
仏
」
は
「
諸

法
」
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
「
与
仏
」
は
「
実
相
」
に
対
応

す
る
も
の
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

― 582  ―
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四
　
道
元
の
「
唯
仏
与
仏
」
に
関
す
る
解
釈

こ
の
道
元
の
解
釈
は
、
他
の
『
法
華
経
』
の
経
文
に
対
す
る
解
釈
と

同
様
に
、
道
元
独
自
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
何
故
、
道
元
は
「
唯

仏
与
仏
」
を
「
諸
法
実
相
」
と
同
じ
意
味
で
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
少
な
く
と
も
一
つ
指
摘
で
き
る
の
は
、
次
の
記
述
〔
5
〕
に
示
さ

れ
る
よ
う
に
、
こ
の
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
個
所
を
、
仏
の
現
れ
と
し
て
基

礎
付
け
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

〔
5
〕
か
く
の
ご
と
く
の
道
理
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
十
方
仏
土
は
唯
仏
与
仏
の
み

な
り
。
さ
ら
に
一
箇
半
箇
の
唯
仏
与
仏
に
あ
ら
ざ
る
な
し
。

 

（「
諸
法
実
相
」
巻
、『
眼
蔵
』
三
六
七
頁
）

し
か
る
に
、
記
述
〔
5
〕
で
、「
か
く
の
ご
と
く
の
道
理
」
と
は
、

こ
の
直
前
に
説
か
れ
る
次
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

〔
6
〕
そ
の
ゆ
ゑ
は
、
唯
仏
与
仏
乃
能
究
尽
諸
法
実
相
な
り
、
唯
仏
与
仏
乃
能

究
尽
諸
法
実
性
な
り
、
唯
仏
与
仏
乃
能
究
尽
諸
法
実
体
な
り
、
唯
仏
与
仏
乃
能

究
尽
諸
法
実
力
な
り
、
唯
仏
与
仏
乃
能
究
尽
諸
法
実
作
な
り
、
唯
仏
与
仏
乃
能

究
尽
諸
法
実
因
な
り
、
唯
仏
与
仏
乃
能
究
尽
諸
法
実
縁
な
り
、
唯
仏
与
仏
乃
能

究
尽
諸
法
実
果
な
り
、
唯
仏
与
仏
乃
能
究
尽
諸
法
実
報
な
り
、
唯
仏
与
仏
乃
能

究
尽
諸
法
実
本
末
究
竟
等
な
り
。 

（「
諸
法
実
相
」
巻
、『
眼
蔵
』
三
六
六
頁
）

こ
の
記
述
〔
6
〕
は
、
経
豪
が
『
正
法
眼
蔵
抄
』
に
お
い
て
、「
是

ハ
無
別
子
細
、
十
如
是
ノ
一
一
ノ
上
ニ
唯
仏
与
仏
乃
能
究
尽
諸
法
実
ノ

詞
ヲ
被
付
タ
ル
ナ
リ
。〔
…
…
〕
一
如
是
ノ
上
ニ
唯
仏
与
仏
乃
能
究
尽

ノ
理
ヲ
談
ス
レ
ハ
只
実
相
ノ
理
許
ア
ラ
ハ
ル
ル
ナ
リ
。」（『
蒐
書
大
成
』

一
三
、
二
七
九
頁
）
と
説
明
す
る
と
お
り
、
本
論
冒
頭
に
引
用
し
た
「
方

便
品
」
の
い
わ
ゆ
る
「
十
如
是
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
「
唯
仏
与
仏

乃
能
究
尽
諸
法
」
の
経
文
を
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

経
豪
に
よ
れ
ば
、
そ
の
趣
旨
は
、
一
つ
の
「
如
是
」
の
上
に
「
唯
仏

与
仏
乃
能
究
尽
」
を
論
じ
れ
ば
、「
実
相
」
が
現
れ
る
と
い
う
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
経
豪
の
解
釈
は
、「
唯
仏
与
仏
乃
能
究
尽
諸
法
」
と
い

う
「
現
れ
」
で
は
な
く
、「
実
相
」
と
い
う
真
如
、
仏
性
を
究
め
尽
く

す
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
た
解
釈
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
経
豪
の
解
釈
は
、「
諸
法
実
相
」
巻
〔
6
〕
に
先
立
っ

て
説
か
れ
る
、「
乃
能
究
尽
と
い
ふ
は
諸
法
実
相
な
り
。
諸
法
実
相
は

如
是
相
な
り
。
如
是
相
は
乃
能
究
尽
如
是
性
な
り
。
如
是
性
は
乃
能
究

尽
如
是
体
な
り
。
如
是
体
は
乃
能
究
尽
如
是
力
な
り
。
如
是
力
は
乃
能

究
尽
如
是
作
な
り
。
如
是
作
は
乃
能
究
尽
如
是
因
な
り
。
如
是
因
は
乃

能
究
尽
如
是
縁
な
り
。
如
是
縁
は
乃
能
究
尽
如
是
果
な
り
。
如
是
果
は

乃
能
究
尽
如
是
報
な
り
。
如
是
報
は
乃
能
究
尽
本
末
究
竟
等
な
り
」

（『
眼
蔵
』
三
六
六
頁
）
と
い
う
一
節
に
つ
い
て
、

〔
7
〕
只
如
是
相
ト
イ
フ
ト
キ
相
ノ
外
ニ
余
ノ
九
相
ナ
ク
、
相
ノ
究
尽
ス
ル
姿

ア
ル
ヘ
シ
。
如
初
云
コ
レ
ハ
又
十
相
ハ
乃
能
究
尽
如
是
性
ナ
リ
ト
、
如
此
十
如

是
ヲ
次
第
ニ
是
ハ
是
ナ
リ
ト
云
義
ヲ
被
出
。
但
面
ハ
カ
ハ
リ
タ
ル
ヤ
ウ
ナ
レ
ト

モ
、
其
意
同
心
ナ
ル
ヘ
シ
。
只
ト
カ
ク
談
様
ナ
レ
ト
モ
実
相
究
尽
ノ
理
ヲ
ア
ラ

ワ
ス
ト
可
心
得
ナ
リ
。 

（『
蒐
書
大
成
』
一
三
、
二
七
六
―
二
七
七
頁
）
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九
六

『
法
華
経
』
と
道
元
（
新
　
井
）

と
述
べ
て
、「
諸
法
」
と
い
う
現
れ
で
は
な
く
、
本
質
で
あ
る
「
実
相
」

を
究
め
尽
く
す
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
た
解
釈
と
同
様
の
も
の
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
経
豪
の
解
釈
は
、「
諸
法
」
と
い
う
現
れ
を
究
極
的
真
実

と
み
な
す
道
元
の
見
解
を
正
確
に
理
解
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
で
あ

ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
道
元
が
究
極
的
真
実
と
し
て
力
説
す
る
の
は
、

「
諸
法
」
と
い
う
現
象
的
事
物
だ
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
記
述
〔
6
〕
に
つ
い
て
、
天
桂
（
一
六
四
八
―
一
七
三
五
）
は
、

『
正
法
眼
蔵
弁
註
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

〔
8
〕
上
件
丁
寧
ノ
示
誨
、
実
ニ
難
有
ノ
法
門
ナ
リ
。
今
時
ノ
学
人
不
能
暁
会
、

卻
重
複
煩
冗
ナ
リ
ト
。
抜
舌
ノ
口
業
ヲ
吐
ク
禿
奴
、
悲
哉
。（『
蒐
書
大
成
』

一
五
、
五
六
二
頁
下
）〔
父
幼
老
卵
（
一
七
二
四
―
一
八
〇
五
）『
正
法
眼
蔵
那

一
宝
』（『
蒐
書
大
成
』
一
六
、
五
八
二
頁
下
）
参
照
〕

こ
の
記
述
〔
8
〕
か
ら
、「
諸
法
実
相
」
巻
〔
6
〕
を
「
重
複
煩
冗

ナ
リ
」
と
述
べ
る
も
の
が
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
思

慮
を
な
さ
ぬ
「
学
人
」
を
特
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
が
、
天
桂
が

発
し
た
そ
の
よ
う
な
者
た
ち
に
対
す
る
言
葉
は
、
道
元
の
「
難
有
ノ
法

門
」
に
つ
い
て
、
明
晰
な
理
解
を
望
ま
な
い
姿
勢
に
対
す
る
極
め
て
強

い
批
判
的
意
識
を
表
現
し
た
も
の
と
し
て
十
分
で
あ
ろ
う
。

1
　
新
井
﹇
二
〇
一
八
﹈
参
照
。

2
　
新
井
﹇
二
〇
一
七
﹈
参
照
。

3
　
新
井
﹇
二
〇
一
九
﹈
参
照
。

4
　
新
井
﹇
二
〇
二
〇
﹈
参
照
。

5
　
こ
の
経
文
の
意
味
に
関
す
る
詳
細
な
解
説
に
つ
い
て
、
松
本
﹇
二
〇
一
〇
﹈、

七
二
―
七
六
頁
参
照
。
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